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韓ハ
ン
ジ
ン眞
（
一
九
三
一
―
一
九
九
三
年
）
は
、
ソ
連
時
代

に
中
央
ア
ジ
ア
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
、
朝
鮮
語
で
創

作
活
動
を
行
っ
た
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
（
高
麗
人
）
の

代
表
的
な
劇
作
家
で
あ
り
小
説
家
で
あ
る
。
平
壌
で

劇
作
家
の
韓ハ
ン

泰テ
チ
ョ
ン泉
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本
名

は
韓ハ
ン

大デ
ヨ
ン鎔
。
一
九
四
八
年
、
金
日
成
総
合
大
学
の
露

文
学
科
に
入
学
。
一
九
五
〇
年
に
朝
鮮
戦
争
に
従
軍
、

一
九
五
二
年
、
モ
ス
ク
ワ
に
留
学
し
、
全
ソ
国
立
映
画

大
学
に
入
学
し
た
。
一
九
五
七
年
に
金
日
成
個
人
崇
拝

の
公
開
批
判
を
支
持
し
、
北
朝
鮮
へ
の
帰
還
を
拒
否
し

て
一
九
五
八
年
、
ソ
連
に
亡
命
し
た
。
一
九
六
三
年
、

カ
ザ
フ
共
和
国
の
ク
ズ
ル
オ
ル
ダ
市
の
共
和
国
間
共
同

新
聞
で
あ
る
『
レ
ー
ニ
ン
・
キ
チ
（
レ
ー
ニ
ン
の
旗

幟
）』（
一
九
三
八
年
―
一
九
九
〇
年
。
一
九
三
七
年
ま

で
は『
ソ
ン
ボ
ン（
先
鋒
）』の
名
で
発
行
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
一
年
、『
コ
リ
ョ
・
イ
ル
ボ
（
高
麗
日
報
）』
に

改
称
）
の
記
者
を
経
て
、
一
九
六
五
年
か
ら
朝
鮮
喜
劇

音
楽
劇
場
（
現
コ
リ
ョ
劇
場
）
で
劇
作
家
と
し
て
、
多

数
の
小
説
や
戯
曲
を
著
し
た
。
一
九
九
一
年
六
月
十
日

か
ら
一
九
九
一
年
九
月
二
三
日
ま
で
『
コ
リ
ョ
・
イ
ル

ボ
』
主
筆
を
務
め
た
。
一
九
九
二
年
十
月
か
ら
胃
が
ん

で
闘
病
し
、
一
九
九
三
年
七
月
、
亡
く
な
っ
た
。

　
韓
眞
は
北
朝
鮮
で
生
ま
れ
、
朝
鮮
戦
争
に
参
加
し
、

ソ
連
に
も
留
学
、
そ
し
て
政
治
亡
命
す
る
と
い
う
多
様

な
経
歴
を
持
っ
た
人
物
と
し
て
ソ
連
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム

社
会
に
定
着
し
、
ソ
連
解
体
後
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
コ

リ
ョ
・
サ
ラ
ム
社
会
で
生
き
た
。
ソ
連
時
代
、
民
族
語

を
失
っ
た
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
社
会
で
、
朝
鮮
語
で
文
芸

活
動
を
続
け
て
き
た
彼
は
、
民
族
文
化
の
空
白
を
埋
め

て
そ
の
保
持
に
寄
与
し
た
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。

　
今
回
、訳
出
し
た「
恐
怖 （gongpo

）」（
一
九
八
九
年
）

は
『
レ
ー
ニ
ン
・
キ
チ
』
に
一
九
八
九
年
五
月
二
三
日

か
ら
五
月
三
一
日
ま
で
八
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
短

編
で
、
同
年
、
カ
ザ
フ
語
に
翻
訳
さ
れ
、
文
芸
誌
『
カ

ザ
フ
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
に
は
、
本

作
を
含
む
韓
眞
の
朝
鮮
語
短
編
集
『
今
日
の
光
（onel-

ui-bich
）』が
カ
ザ
フ
共
和
国
の
首
都
ア
ル
マ
ト
ゥ
で
出

版
さ
れ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

　
本
作
は
、
朝
鮮
師
範
大
学
の
教
員
で
あ
っ
た
リ
・
パ

ベ
ル
と
い
う
実
在
の
人
物
の
体
験
を
小
説
化
し
た
作
品

で
あ
る
。
作
者
は
主
人
公
で
あ
る
李
先
生
の
視
線
を
通

し
て
強
制
移
住
（
後
述
）
直
後
の
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の

「
恐
怖
」
を
描
こ
う
と
し
た
。

　
リ
・
パ
ベ
ル
は
一
八
九
六
年
に
沿
海
州
で
生
ま
れ
、

一
九
三
七
年
、
沿
海
州
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
強
制
移

住
を
経
験
し
た
。
一
九
三
四
年
、
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の

中
で
初
め
て
教
育
学
博
士
号
を
取
得
し
た
リ
・
パ
ベ
ル

は
一
九
三
三
年
か
ら
極
東
朝
鮮
師
範
大
学
の
副
学
長
を

務
め
、
同
大
学
が
カ
ザ
フ
共
和
国
の
ク
ズ
ル
オ
ル
ダ
に

移
転
さ
れ
た
後
は
副
学
長
、
自
然
科
学
部
長
、
化
学
科

長
を
歴
任
し
た
。

　
こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
ソ
連
の
改
革
・
開

放
と
言
論
の
自
由
化
に
よ
る
諸
民
族
の
再
生
が
活
発
に

進
め
ら
れ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
期
で
あ
る
。
ソ
連
邦
の

諸
民
族
は
彼
ら
の
言
論
機
関
を
通
じ
て
自
ら
の
起
源
や

歴
史
、
言
語
、
文
化
の
復
活
に
努
め
た
。
コ
リ
ョ
・
サ

ラ
ム
も
彼
ら
の
代
表
的
な
言
論
機
関
で
あ
る
『
レ
ー
ニ

ン
・
キ
チ
』
を
軸
に
民
族
再
生
を
進
め
た
。
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
期
の
民
族
再
生
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
コ

リ
ョ
・
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ

が
、本
作
で
も
描
か
れ
る
「
一
九
三
七
年
の
強
制
移
住
」

で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
に
よ
り
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
民
族

エ
リ
ー
ト
が
犠
牲
に
な
っ
た
が
、
正
確
な
数
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
大
多
数
の
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は
彼

ら
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
極
東
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
強
制

的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
彼
ら
は
ソ
連
政
府

か
ら
指
定
さ
れ
た
、
限
定
的
な
集
団
居
住
地
以
外
は
い

か
な
る
移
動
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
公
民
と

し
て
の
権
利
や
義
務
も
一
切
行
使
で
き
ず
、
民
族
的
に

抑
圧
さ
れ
た
曖
昧
な
存
在
と
し
て
民
族
文
化
の
基
盤
を

守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
ス

解

説

李 

眞
惠
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タ
ー
リ
ン
批
判
が
な
さ
れ
て
以
降
、
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム

に
も
移
動
の
自
由
が
次
第
に
与
え
ら
れ
、
政
治
的
に
も

権
利
が
回
復
さ
れ
た
が
、
強
制
移
住
と
い
う
歴
史
的
事

実
は
長
い
あ
い
だ
、
た
だ
生
存
者
の
記
憶
の
中
に
と
ど

め
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

期
に
至
っ
て
か
ら
、
公
的
な
場
で
も
自
由
に
言
及
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
八

年
、『
レ
ー
ニ
ン
・
キ
チ
』
紙
上
に
強
制
移
住
に
関
す

る
記
事
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
、
以
後
、
関
連
記
事
は
次

第
に
増
加
し
た
。
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
歴
史
に
お
い
て

最
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
強
制
移
住
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
朝
鮮
語
小
説
の
発
表
は
、
民
族
史
の
再
認
識
の
み

な
ら
ず
、
朝
鮮
語
文
学
の
最
後
の
世
代
と
し
て
の
、
民

族
語
の
保
存
の
た
め
の
使
命
感
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

　「
コ
リ
ョ･

サ
ラ
ム
」
と
は
、
旧
ソ
連
地
域
に
住
ん

で
い
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
コ
リ
ア
ン
の
自
称
で
あ
る
。

朝
鮮
半
島
か
ら
ロ
シ
ア
極
東
に
移
住
し
、
ス
タ
ー
リ
ン

に
よ
り
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
中
央
ア
ジ
ア
に
定
着
し
、

ソ
連
解
体
後
独
立
し
た
旧
ソ
連
諸
国
の
国
籍
を
持
っ
て

い
る
コ
リ
ア
ン
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
全
般
を
指
す
。
コ

リ
ョ･

サ
ラ
ム
の
「
コ
リ
ョ
」
と
は
漢
字
で
表
記
す
る

と
「
高
麗
」
で
あ
り
、「
サ
ラ
ム
」
は
日
本
語
に
訳
す

な
ら
「
人ひ
と

」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム

は
、
一
八
六
三
年
、
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
に
お
け
る
朝

鮮
半
島
か
ら
沿
海
州
へ
の
最
初
の
移
住
、
一
九
三
七

年
、ソ
連
時
代
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
強
制
移
住
、

一
九
五
六
年
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
得
ら
れ
た
自
由
な

移
住
、一
九
九
一
年
、ソ
連
解
体
後
か
ら
現
在
ま
で
行
っ

て
い
る
移
住
の
過
程
で
移
住
と
定
着
を
繰
り
返
し
、
旧

ソ
連
諸
国
の
独
立
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
国
民
統
合

を
経
験
し
な
が
ら
、
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持

つ
に
至
り
、
現
在
も
ま
す
ま
す
変
容
し
て
い
る
。

　
コ
リ
ョ･

サ
ラ
ム
の
歴
史
は
、
朝
鮮
人
が
朝
鮮
半
島

か
ら
移
住
し
た
最
初
期
の
移
住
先
で
あ
る
極
東
の
沿
海

州
か
ら
始
ま
る
。沿
海
州
コ
リ
ョ･

サ
ラ
ム
の
祖
先
は
、

朝
鮮
王
朝
の
時
代
に
移
住
し
、
一
八
六
三
年
、
ジ
シ
ン

へ
（
地
新
墟
。
ロ
シ
ア
極
東
沿
海
州
の
ウ
ス
リ
ー
川
岸

の
村
の
一
つ
で
、
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
の
国
境
地
域
に
あ

る
）
に
定
着
し
た
朝
鮮
人
で
あ
る
と
す
る
説
の
ほ
か
諸

説
あ
り
、
ま
た
移
住
時
期
に
関
し
て
も
異
論
の
余
地
が

あ
る
も
の
の
、
一
八
六
〇
年
代
初
頭
で
あ
る
の
は
確
か

で
あ
る
と
い
え
る
。
最
初
の
移
住
は
、
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
よ
り
も
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
も
た
ら
し
た
。
移

住
者
が
成
功
を
収
め
た
こ
と
は
朝
鮮
で
も
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
移
住
が
目
立
っ
て
増
加
し

た
。
一
八
六
四
年
、
沿
海
州
へ
移
住
し
た
朝
鮮
人
は
既

に
六
十
世
帯
に
達
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
一
八
六
八
年

に
は
百
六
十
五
世
帯
、
一
八
六
九
年
に
は
七
百
六
十
六

世
帯
に
増
加
し
、
一
八
八
四
年
ま
で
に
は
移
住
者
の
総

数
は
お
よ
そ
五
五
〇
〇
人
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
彼
ら
の

八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。

　
朝
鮮
人
が
多
数
、
沿
海
州
へ
移
住
し
て
き
た
の
は
、

当
時
、
朝
鮮
が
専
制
下
に
あ
り
苛
酷
な
政
治
体
制
が
敷

か
れ
て
い
た
こ
と
、
な
か
で
も
北
部
で
経
済
的
に
極
め

て
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
主
な
理
由
で

あ
っ
た
。
一
八
六
九
年
か
ら
翌
七
〇
年
に
か
け
て
発
生

し
た
大
規
模
な
飢
饉
の
結
果
、
収
穫
の
大
部
分
が
失
わ

れ
深
刻
な
飢
餓
が
始
ま
る
と
、
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し

た
。
朝
鮮
人
農
民
は
生
き
る
術
を
求
め
て
、
沿
海
州
の

無
人
の
土
地
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
に

強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
、
沿
海
州
は
彼
ら
の
生
活

や
抗
日
運
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
ソ
連
時
代
の
政

治
的
流
刑
地
の
一
つ
だ
っ
た
。
強
制
移
住
は
一
九
三
七

年
秋
に
始
ま
り
、
一
九
三
八
年
春
に
完
了
し
た
。
移
住

の
理
由
に
関
し
て
は
、
極
東
で
日
本
の
ス
パ
イ
に
な
る

可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
政
治
的
な
犠
牲
に
さ
れ
た

と
い
う
主
張
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お

け
る
労
働
力
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
一
九
三
七
年
九
月
初
め
、極
東
を
発
っ
た
コ
リ
ョ・

サ
ラ
ム
を
乗
せ
た
列
車
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
初
め
て
到

着
し
た
の
は
九
月
末
だ
っ
た
。
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
あ
ち
こ
ち
に
再
分

散
及
び
再
配
置
さ
れ
た
。
沿
海
州
で
集
住
し
て
い
た
彼

ら
を
一
気
に
移
住
さ
せ
、
分
散
・
配
置
し
た
こ
と
で
、

コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
が
夢
見
て
い
た
、
沿
海
州
で
自
治
州

を
形
成
す
る
と
い
う
願
い
は
圧
殺
さ
れ
た
も
同
然
だ
っ

た
。
彼
ら
が
主
に
配
置
さ
れ
た
の
は
農
村
部
だ
っ
た
。
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当
時
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
は
飢
饉
と
伝
染
病
で
人
口
減

少
が
深
刻
な
状
況
だ
っ
た
。
人
口
の
空
白
地
帯
、
特
に

農
村
人
口
の
空
白
地
帯
へ
の
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
投
入

は
、
中
央
ア
ジ
ア
が
直
面
し
て
い
た
労
働
力
不
足
を
補

い
、
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
稲
作
と
野
菜
栽
培
の
技
術
を

活
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
沿
海
州
で
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
主
導
し
て
い
た
『
ソ
ン
ボ
ン
』（
一
九
二
三
年

―
一
九
三
七
年
）、
朝
鮮
喜
劇
音
楽
劇
場
、
お
よ
び
朝

鮮
師
範
大
学
の
首
脳
部
ら
は
強
制
移
住
が
始
ま
る
前
に

逮
捕
ま
た
は
処
刑
さ
れ
た
。
一
方
、
処
刑
を
免
れ
、
持

て
る
限
り
の
朝
鮮
語
の
資
料
や
仕
事
道
具
を
携
え
て
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
に
送
ら
れ
た
諸
団
体
の
関
係
者
た
ち
は
、

冬
が
始
ま
り
反
射
幕
の
よ
う
な
凍
土
が
覆
う
ク
ズ
ル
オ

ル
ダ
に
投
げ
出
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。そ
の
地
で
彼
ら
は
、

新
聞
、
劇
場
、
大
学
を
作
り
直
し
、
民
族
文
化
の
命
脈

を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
し
た
。

　
一
九
三
七
年
、
こ
の
年
は
、
高
齢
者
や
子
供
た
ち
の

死
者
が
多
か
っ
た
。
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
生
存
者
の
中

で
一
九
三
七
年
前
後
の
出
生
者
が
非
常
に
珍
し
い
の

は
、
そ
の
痕
跡
と
も
言
え
る
。
こ
の
時
、
彼
ら
に
パ
ン

を
分
け
与
え
た
カ
ザ
フ
人
と
ウ
ズ
ベ
ク
人
が
い
た
。
彼

ら
の
援
助
は
、
束
の
間
で
は
あ
る
が
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム

の
苦
痛
を
和
ら
げ
た
り
も
し
た
。

　
強
制
移
住
と
そ
の
定
着
過
程
で
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は

政
治
的
弾
圧
と
差
別
を
受
け
た
。
彼
ら
は
公
式
に
は

「
行
政
的
移
住
民
」
に
分
類
さ
れ
た
が
、「
特
別
移
住
民
」

と
し
て
扱
わ
れ
た
。
特
別
移
住
民
は
特
定
居
住
地
域
を

離
脱
す
る
自
由
が
な
く
、
無
断
で
離
脱
し
た
場
合
、
処

罰
を
受
け
た
。
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は
公
民
証
を
回
収
さ

れ
、
そ
の
後
の
五
年
間
、
居
住
地
が
制
限
さ
れ
る
と
い

う
印
が
押
さ
れ
た
身
分
証
を
携
帯
す
る
よ
う
に
な
り
、

居
住
移
転
の
自
由
を
剥
奪
さ
れ
、
居
住
地
に
決
め
ら
れ

た
地
域
を
離
れ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
公
式
に
は
行

政
的
移
住
民
に
分
類
さ
れ
た
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は
、
実

際
の
特
別
移
住
民
の
待
遇
、
す
な
わ
ち
社
会
的
に
危
険

な
人
物
と
さ
れ
た
者
の
扱
い
よ
り
は
多
少
ま
し
な
待
遇

を
受
け
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ソ
連
か
ら
強

制
移
住
直
前
に
財
産
を
売
却
で
き
る
機
会
が
与
え
ら

れ
、
押
収
さ
れ
た
資
産
に
対
す
る
補
償
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
約
束
や
補
償

は
強
制
移
住
後
ほ
と
ん
ど
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、

コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は
名
目
上
の
行
政
的
移
住
民
と
し
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
権
利
を
制
限
さ
れ
た
。
特
に
国

境
地
域
へ
の
移
住
が
制
限
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
国
境
地

域
の
国
々
を
通
じ
て
日
本
人
と
接
触
で
き
る
可
能
性
を

ソ
連
が
憂
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
逃
走
を
防
止
す

る
た
め
、
鉄
道
か
ら
遠
い
場
所
に
配
置
さ
れ
た
。
そ
し

て
彼
ら
を
効
率
的
に
管
理
、
監
督
す
る
た
め
、
定
着
地

の
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は
一
〇
〇
〇
世
帯
以
下
に
制
限
さ

れ
た
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ
シ
ケ
ン
ト
に
移
住
し
た

コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
場
合
、
配
置
さ
れ
た
場
所
以
外
の

所
へ
行
く
場
合
、
二
十
四
時
間
以
内
に
追
放
令
が
発
効

さ
れ
た
。
ま
た
、
随
所
に
配
置
さ
れ
た
コ
リ
ョ
・
サ
ラ

ム
は
秘
密
警
察
の
厳
し
い
統
制
下
に
い
た
。
ス
タ
ー
リ

ン
の
死
後
、
移
動
の
自
由
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
、
彼
ら

は
集
団
的
に
制
限
さ
れ
た
所
に
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
ソ
連
は
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
国
家
機
関
へ
の

就
職
を
制
限
し
、
政
治
的
進
出
に
も
門
戸
を
閉
ざ
し

た
。
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は
ソ
連
の
軍
人
と
し
て
服
務
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち

は
モ
ス
ク
ワ
や
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
な
ど
の
大
都
市
の
大

学
に
入
学
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
コ
リ
ョ
・
サ

ラ
ム
が
入
学
で
き
る
高
等
教
育
機
関
と
は
、
師
範
大
学

ま
た
は
農
業
大
学
だ
け
だ
っ
た
。
彼
ら
が
出
世
で
き
る

最
も
高
い
社
会
的
地
位
と
は
共
産
党
委
員
会
の
指
導
者

だ
っ
た
が
、
そ
れ
も
非
常
に
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

彼
ら
と
し
て
は
狭
い
道
だ
っ
た
。
彼
ら
は
中
学
校
の
教

員
や
共
同
組
合
の
責
任
者
ま
た
は
支
配
人
、
書
記
と
な

る
こ
と
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
九
三
八
年
、
ソ
連
は
朝
鮮
語
を
ソ
連
内
の
少
数
民

族
の
言
語
か
ら
除
外
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
で
の
朝
鮮
語
教
育
を
禁
止
し
た
。
移
住
先
で
改

め
て
開
校
し
た
民
族
学
校
も
、
朝
鮮
語
の
代
わ
り
に
ロ

シ
ア
語
で
授
業
す
る
、
ソ
連
の
一
般
学
校
に
改
編
さ
れ

た
。
ク
ズ
ル
オ
ル
ダ
の
朝
鮮
師
範
大
学
も
ロ
シ
ア
語
で

教
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
事
実
上
、
民
族
教

育
の
廃
止
を
意
味
す
る
も
の
だ
っ
た
。
朝
鮮
語
を
教
え

て
い
た
教
師
た
ち
は
、
他
の
科
目
を
指
導
す
る
か
、
他

の
職
場
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

図
書
館
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と
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
語
の
書
籍
は
焼
却

ま
た
は
廃
棄
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
コ

リ
ョ
・
サ
ラ
ム
に
で
き
る
こ
と
は
、
ソ
連
公
民
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
後

世
が
よ
り
良
い
環
境
の
な
か
で
生
き
て
い
く
た
め
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
ソ
連
主
導
の
ロ
シ
ア
化
ま
た

は
ソ
ビ
エ
ト
化
に
積
極
的
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
し
、
そ
れ
が
彼
ら
に
で
き
る
最
善
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
か
く
し
て
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
生
活
全
般
に
ロ

シ
ア
語
が
ま
す
ま
す
浸
透
し
、
彼
ら
の
母
国
語
は
次
第

に
力
を
失
い
、
彼
ら
は
民
族
文
化
の
基
盤
を
失
い
つ
つ

あ
っ
た
。

　
本
作
は
李
先
生
の
逸
話
を
通
じ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
に

よ
っ
て
一
斉
に
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
、
公
民
と
し

て
の
い
か
な
る
権
利
や
義
務
も
行
使
で
き
な
か
っ
た
現

実
と
、
彼
ら
を
抑
圧
す
る
体
制
の
下
で
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
状
況
の
中
で
、
彼
ら
が
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
恐
怖
の
一
面
を
描
い
て
い

る
。
本
作
が
発
表
さ
れ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
期
に
な
っ

て
か
ら
、
強
制
移
住
に
関
す
る
公
的
な
言
及
が
可
能
と

な
り
、同
時
期
に
は
、ソ
ン・ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ー
の
『
三

角
形
の
面
積
』（
一
九
八
九
年
）、
カ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
の
『
遊
び
の
法
』（
一
九
九
〇
年
）、
キ
ム
・
ギ

チ
ョ
ル
の
『
移
住
初
年
』（
一
九
九
〇
年
）
な
ど
、
強

制
移
住
の
実
情
が
文
学
作
品
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
強
制
移
住
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇

『
一
九
三
七
年
度
の
通
過
列
車
』（
ジ
ョ
ン・ヴ
ラ
ジ
ミ
ー

ル
作
、
一
九
九
〇
年
）
が
上
演
さ
れ
、
各
界
各
層
で
強

制
移
住
に
関
す
る
歴
史
的
な
再
考
を
促
す
世
論
が
形
成

さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
民
族

再
生
を
通
じ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築
し
よ
う

と
す
る
動
き
は
、
沿
海
州
に
自
治
州
を
形
成
し
よ
う
と

い
う
世
論
の
興
隆
ま
で
も
た
ら
し
た
。

　
ソ
連
の
崩
壊
と
十
五
の
独
立
国
の
形
成
、
そ
れ
ぞ
れ

の
独
立
国
の
基
幹
民
族
中
心
の
国
民
統
合
は
、コ
リ
ョ・

サ
ラ
ム
に
、
居
住
国
に
残
る
か
、
よ
り
良
い
環
境
を
求

め
て
他
国
に
移
住
す
る
か
の
選
択
を
促
し
た
。
ソ
連
解

体
と
新
生
独
立
国
の
成
立
に
よ
り
、
ソ
連
時
代
か
ら
形

成
さ
れ
て
き
た
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
に
共
通
す
る
特
性
お

よ
び
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
分
化
し
て
い
る
。「
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
・
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
」、「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
コ

リ
ョ
・
サ
ラ
ム
」、「
ロ
シ
ア
・
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
」
な

ど
の
新
し
い
概
念
が
形
成
さ
れ
始
め
、
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
い
る
。
ソ
連
に
お
け
る
一
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
残
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
薄
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
民
族
文
化
の
基

盤
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
ソ
連
時
代
に
生
ま
れ
教
育
を

受
け
た
グ
ル
ー
プ
は
、
ロ
シ
ア
語
を
自
分
の
母
国
語
と

し
て
認
識
し
て
お
り
、
各
独
立
国
で
生
ま
れ
、
教
育
を

受
け
た
グ
ル
ー
プ
は
各
国
の
言
語
を
自
分
の
母
国
語
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
の
民
族
基
盤
の
喪
失

は
ソ
連
時
代
に
す
で
に
始
ま
り
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
も
変
化
し
、
現
在
も
変
容
し
続
け
て
い
る
。

現
在
の
コ
リ
ョ
・
サ
ラ
ム
は
朝
鮮
語
を
書
く
こ
と
も
読

む
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
本
作
を
は
じ
め
、
ソ
連
が
解

体
す
る
前
後
の
時
期
に
朝
鮮
語
で
著
さ
れ
た
文
学
作
品

は
、
後
の
世
代
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
語
や
カ
ザ
フ
語
な
ど

多
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
そ
の
命
脈
が
受

け
継
が
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
孫
子
の
世
代
ま
で
守
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
た
李
先
生
の
朝
鮮
語
に
対
す
る
意
志

と
念
願
は
完
全
に
叶
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
多
様
な
地
域
で
受
け
継
が
れ

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。


